
植物栽培施設用CO2濃度計測制御装置のご案内
Plant CO2 Optimizer
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Plant CO2 Optimizer概要
本装置は植物栽培施設内に設置し下記を行います。
１： CO2濃度の計測及び表示
２： 栽培植物に適したCO2濃度に設定出来、濃度が下限設定値を下回るとCO2投入電磁弁を開にし、
 適正設定値になると閉にします。
３： 濃度が最下限濃度、最上限濃度に達した場合、警告灯を点灯しお知らせします。
４： ◯をタップするとダッシュボード（左記）、気中管理、履歴表示画面が表示されます。
５： 表示され指でスクロールすると下記が順次表示されます。
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左記では状態を表示しています。!

各設定は指で▲でアップ、▼でダウンしますので希望値で停止してください。
 

間欠制御の為の電磁弁開時間（秒）、電磁弁閉時間（秒）を栽培施設空間の大きさにより
設定してください。
自動・手動の切替が出来ます。CO2ボンベ交換時は手動にして作業してください。

＊本装置のLAN端子をWi-Fiアクセスポイントに接続するとタブレット等のブラウザから
Wi-Fi経由でグラフ、ログの閲覧が可能です。

弊社指定のモバイルルータを接続しインターネット接続する事で警報をメールで通知し、
遠隔地から上記、閲覧・設定を行えます。

https://iot-tech-lab.notion.site/


